
 給 与 支 払 報 告  
 特  別  徴  収 に係る給与所得者異動届出書 

  

年 度 １.現年度     ２.新年度     ３.両年度 

（宛先）五島市⾧ 

 

 

令和  年  月  日

提出 

〔
特
別
徴
収
義
務
者
〕 

給
与
支
払
者 

所 在 地 
〒 
 

特別徴収義務者 
指 定 番 号  

宛 名 番 号  

 フリガナ  
担連 
当絡 
者先 

所 属  

氏名又は名称  氏 名  

個人番号 
又は法人番号  電 話  内線（  ）

給
与
所
得
者 

フリガナ  
（ア） 

特別徴収税額 
（年税額） 

（イ） 
徴収済額 

 

（ウ） 
未徴収税額 

（ア）－（イ） 

異 動 
年月日 異 動 の 事 由 

 
異動後の未徴収 

税額の徴収方法 
（注） 

氏  名  

生年月日  年  月  日 
個人番号  

 

 月から  月から 
 年 １. 退      職 

２. 転      勤 
３. 休 職 ・ ⾧ 欠 
４. 死      亡 
５. 支払少額・不定期 
６. 合 併 ・ 解 散 
７. そ   の   他 

理由〔       〕 

１．特 別 徴 収 継 続 
 

２．一  括  徴  収 
 

３．普  通  徴  収 
  （本 人 納 付） 

受給者番号   月まで  月まで 
１月１日 

現在の住所     月 

異動後の 
住所  円 円 円  日 

 

１.特別徴収継続の場合 新しい勤務先へは、月割額          円を 
   月分（翌月 10 日納入期限分）から 
徴収し、納入するよう連絡済みです。 

（
特
別
徴
収
義
務
者
） 

新
し
い
勤
務
先 

特別徴収義務者 
指 定 番 号  法 人 番 号  

所 在 地 
〒 

担連 
当絡 
者先 

所 属  
 氏 名  受給者番号  

フリガナ  
電 話  

                  内線（    ） 
納入書の要否 

（新規の場合のみ記載） １.必要   ２.不要 氏名又は名称  
 

２.一括徴収の場合 
左記の一括徴収した税額は、 
  月分（翌月 10 日納入期限分）で 
納入します。 

理
由 

１. 異動が  年 12 月 31 日までで、一括徴収の申出があったため 
２. 異動が  年 1 月 1 日以降で、特別徴収の継続の申出がないため 

徴収予定月日 徴収予定額 
（上記（ウ）と同額） 

 月  日  円 
 

３.普通徴収の場合 ※
市
町
村
記
入
欄 

 理
由 

１. 異動が  年 12 月 31 日までで、一括徴収の申出がないため 
２.   年 5 月 31 日までに支払われるべき給与又は退職手当等の額が未徴収税額（ウ）以下であるため 
３. 死亡による退職であるため 

（注）新年度分又は両年度分の異動届出書を作成する場合における「異動後の未徴収税額の徴収方法」欄等の記載方法 
  ①新年度分の異動届出書を作成する場合であって、新しい勤務先において特別徴収されることを希望する場合、本欄は記載せずに、「１.特別徴収継続の場合」欄に必要事項を記載してください。 
   普通徴収されることを希望する場合、本欄及び各徴収方法欄は記載不要です。 
  ②両年度分の異動届出書を作成する場合、本欄は異動年月日時点で現に特別徴収している特別徴収税額について記載してください。 
  ③両年度分の異動届出書を提出する場合における、現年度分及び新年度分それぞれの異動後の税額については、原則として以下の徴収方法によることを希望しているものとして扱われます。 
  （現年度分）本欄で選択した徴収方法。 
  （新年度分）「１.特別徴収継続の場合」欄に記載があった場合は新しい勤務先における特別徴収。記載がなかった場合は普通徴収。 



給与支払報告・特別徴収に係る給与所得者異動届出書の記載要領 

○ 給与支払報告に係る給与所得者異動届出書 

 この届出書は、五島市に提出した給与支払報告書に記載された者のうち特別徴収税額がない者で、４月１

日現在において退職、転勤、休職等の理由によって給与の支払を受けなくなったものがある場合に、４月 15

日までに提出してください。 

○ 特別徴収に係る給与所得者異動届出書 

 この届出書は、給与の支払を受けている者で、特別徴収税額のあるものが退職、転勤、休職等によって給

与の支払を受けなくなった場合に、その事由が発生した日の属する月の翌月の 10 日までに提出してくださ

い。 

⑴ 「給与支払者（特別徴収義務者）」の欄には、給与支払者（特別徴収義務者）の所在地、氏名又は名称、

個人番号又は法人番号及び特別徴収義務者指定番号、異動する者の宛名番号並びに担当者連絡先の所属、

氏名及び電話番号を記載してください。 

⑵ 「給与所得者」の欄には、異動する者の氏名（フリガナ）、生年月日、個人番号、受給者番号及び１月１

日現在の住所（異動している場合は異動後の住所）を記載してください。 

⑶ 「ア特別徴収税額（年税額）」の欄には、特別徴収税額の決定・変更通知書に記載されている異動者に係

る特別徴収税額を記載してください。 

⑷ 「イ徴収済額」の欄には、異動者に係る特別徴収税額のうち異動までの間に給与支払者（特別徴収義務

者）が徴収した月分の徴収税額を記載してください。 

⑸ 「ウ未徴収税額ア－イ」の欄には、異動者に係る特別徴収税額（上記⑶）から給与支払者（特別徴収義

務者）が徴収した税額（上記⑷）を差し引いた金額（未徴収税額）を記載してください。 

⑹ 「異動年月日」の欄には、異動者に係る退職、転勤、休職等による異動の年月日を記載してください。 

⑺ 「異動の事由」の欄には、異動者に係る異動の理由で該当する項目（１～７）を○で囲んでください。 

⑻ 「異動後の未徴収税額の徴収方法」の欄は、次の要領により記載してください。 

 ア 給与の支払を受けなくなった者が、新しい勤務先において特別徴収の継続を希望する場合には、「１．

特別徴収継続」を○で囲み、給与所得者の欄の下にある「１．特別徴収継続の場合」の欄に必要事項を

記載し、新しい勤務先へ連絡済みの場合は「新しい勤務先へは月割額  円を  月分（翌月 10 日納

入期限分）から徴収し、納入するよう連絡済みです｡」の欄にその内容を記載してください。 

   イ 退職等による異動後、令和７年５月 31 日までに支払われる給与又は退職手当等から未徴収税額を一

括徴収する場合には、「２．一括徴収」を○で囲むとともに、下段の「２一括徴収の場合」欄の該当する

理由を○で囲み、「徴収予定月日」の欄には、一括徴収の対象となる給与又は退職手当等の支給月日を記

載し、「徴収予定額」の欄には、上記ウと同額を記載し、「左記の一括徴収した税額は、月分（翌月 10 日

納入期限分）で納入します｡」の欄に一括徴収した税額の納入月を記載してください。 

ウ 上記のア又はイに該当しない場合には、「３．普通徴収」を○で囲み、下段の「３．普通徴収の場合」欄

の一括徴収できない理由を○で囲んでください。 

※市町村記入欄には、記載しないでください。  

○ 異動があった場合は、速やかに提出してください。 

一括徴収のお願い 

１月１日から４月 30 日までの間に退職等により特別徴収税額が徴収できなくなった場合には、その残税

額を給与、退職手当等から一括徴収（納入）するよう地方税法で義務づけられていますので、よろしくお願

いします。なお、12 月 31 日までの退職者等については、本人の了解を得て一括徴収（納入）くださいます

ようご協力をお願いします。 

 

外国人の従業員が在籍する事業所は、下記項目についてご協力をお願いいたします。 

１ 現年度市県民税の一括徴収の徹底 

外国人の従業員が退職し、帰国する場合には、現年度の残りの市県民税額を一括徴収していただくようお

願いいたします。 

２ 新年度の市県民税の代理納付のご協力 

１月から６月までに退職し、帰国する場合には、可能な限り貴社又は事業主の方が納税管理人となり、新

年度の市県民税の代理納付をお願いいたします。 

外国人の方が退職される前に、「納税管理人申告書」に記載いただき、給与所得者異動届出書と一緒に提

出してください。その際に給与支払報告書などの情報があれば、その情報を元に新年度の市県民税の額を

試算してお教えしますので、その額を本人から預かっておいてください。６月中旬に送付される納付書で

納めていただきます。 

 

各種様式について 

外国人の方の納税管理人申告書をはじめ、給与所得者異動届出書、特別徴収切替届出書などの各種様式は、

五島市 HP まるごとうに掲載しております。「五島市 特別徴収届出」で検索いただき、「特徴・給報関係書

類」をクリックしていただくと、各種様式や特徴に関する説明書が確認・ダウンロードできます。 
 
 
 
 
 

検索 五島市 特別徴収届出 



 

 給 与 支 払 報 告  
 特  別  徴  収 に係る給与所得者異動届出書 

  

年 度 １.現年度     ２.新年度     ３.両年度 

（宛先）五島市⾧ 

 

 

令和  年  月  日

提出 

〔
特
別
徴
収
義
務
者
〕 

給
与
支
払
者 

所 在 地 
〒853-8501 
五島市福江町 1 番 1 号 

特別徴収義務者 
指 定 番 号 6000001 

宛 名 番 号  

 フリガナ ゴトウシヤクショ 
担連 
当絡 
者先 

所 属 総務課 人事班 

氏名又は名称 五島市役所 氏 名 五島 花子 

個人番号 
又は法人番号 7000020422118 電 話 72-6111 内線（  ）

給
与
所
得
者 

フリガナ ゴトウ タロウ 
（ア） 

特別徴収税額 
（年税額） 

（イ） 
徴収済額 

 

（ウ） 
未徴収税額 

（ア）－（イ） 

異 動 
年月日 異 動 の 事 由 

 
異動後の未徴収 

税額の徴収方法 
（注） 

氏  名 五島 太郎 

生年月日 平成 5 年 2 月 18 日 
個人番号 510051005100 

184,000 

 月から 6 月から 
 年 １．退      職 

２．転      勤 
３．休 職 ・ ⾧ 欠 
４．死      亡 
５．支払少額・不定期 
６．合 併 ・ 解 散 
７．そ   の   他 

理由〔       〕 

１．特 別 徴 収 継 続 
 

２．一  括  徴  収 
 

３．普  通  徴  収 
  （本 人 納 付） 

受給者番号   月まで 5 月まで 
１月１日 

現在の住所 五島市木場町 405-1 0 184,000  月 

異動後の 
住所  円 円 円  日 

 

１.特別徴収継続の場合 新しい勤務先へは、月割額          円を 
   月分（翌月 10 日納入期限分）から 
徴収し、納入するよう連絡済みです。 

（
特
別
徴
収
義
務
者
） 

新
し
い
勤
務
先 

特別徴収義務者 
指 定 番 号  法 人 番 号  

所 在 地 
〒 

担連 
当絡 
者先 

所 属  
 氏 名  受給者番号  

フリガナ  
電 話  

                  内線（    ） 
納入書の要否 

（新規の場合のみ記載） １.必要   ２.不要 氏名又は名称  
 

２.一括徴収の場合 
左記の一括徴収した税額は、 
  月分（翌月 10 日納入期限分）で 
納入します。 

理
由 

１. 異動が  年 12 月 31 日までで、一括徴収の申出があったため 
２. 異動が  年 1 月 1 日以降で、特別徴収の継続の申出がないため 

徴収予定月日 徴収予定額 
（上記（ウ）と同額） 

 月  日  円 
 

３.普通徴収の場合 ※
市
町
村
記
入

欄  理
由 

１. 異動が  年 12 月 31 日までで、一括徴収の申出がないため 
２.   年 5 月 31 日までに支払われるべき給与又は退職手当等の額が未徴収税額（ウ）以下であるため 
３. 死亡による退職であるため 

（注）新年度分又は両年度分の異動届出書を作成する場合における「異動後の未徴収税額の徴収方法」欄等の記載方法 
  ①新年度分の異動届出書を作成する場合であって、新しい勤務先において特別徴収されることを希望する場合、本欄は記載せずに、「１.特別徴収継続の場合」欄に必要事項を記載してください。 
   普通徴収されることを希望する場合、本欄及び各徴収方法欄は記載不要です。 
  ②両年度分の異動届出書を作成する場合、本欄は異動年月日時点で現に特別徴収している特別徴収税額について記載してください。 
  ③両年度分の異動届出書を提出する場合における、現年度分及び新年度分それぞれの異動後の税額については、原則として以下の徴収方法によることを希望しているものとして扱われます。 
  （現年度分）本欄で選択した徴収方法。（新年度分）「１.特別徴収継続の場合」欄に記載があった場合は新しい勤務先における特別徴収。記載がなかった場合は普通徴収。
 


